
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PLANＥ 
EMPOWERMENT   

勇気づけ 

自信を持たせましょう 

PLANＡ 
HABIT 

基本的な生活習慣を 

身につけさせましょう 

PLANＣ 
ASSERTIVE 

相手の気持ちを考え

ながら話せる力を 

育てましょう 

PLANＤ 
USEFUL 

役立ち感を 

持たせましょう 

三本柳小学校 

□子どもの話に耳を傾けま

しょう。 

・子どもができるようになったこ

と、発見したことなど、子ども

と学びや成長を共有しましょう。 

□勇気づけの達人になりま

しょう。 

・「ありがとう」「うれしいな」「助

かったよ」の３つを口癖に、心

から子どもに伝えましょう。自

分の価値を自覚し、困難を克服

しようとする力が生まれます。 

・人を傷つけたときには、厳しい

指導も必要ですが、「この前こ

んないいことをしたあなたな

のに、今回のことは惜しい」「今

度はどうしたい」というような

言い方が効き目があります。 

□さわやかなあいさつの習

慣を身につけさせましょう。 

・「おはよう」の一声が、周りの人

へプラスの印象を与えるととも

に、安定した生活のスタートに

なります。 

□朝食や就寝の時刻を守ら

せましょう。 

・夜はしっかり休み、朝はしっかり

栄養を捕ることが脳をしっかり

使っての学習につながります。 

□メディアコントロールを

身につけさせましょう。 

・使っていい時間を決めましょう。 

・ネット利用について、被害者に

も加害者にもならないために約

束を決めましょう。 

・例：１日１時間以内、９時には

大人に渡す。（主唱：市ＰＴＡ連合会） 

□人の気持ちを想像できる

力を育てましょう。 

・「◯◯さんはこう考えていたん

じゃないの」というように、他

の人の気持ちや思いを想像す

る会話の積み重ねで、人を思い

やる心を育てていきます。 

□正しいことを言える素晴

らしさを伝えましょう。 

・正しいことをさわやかに言える

気持ちのよさを話しましょう。 

□人とのふれあいを大切に

しましょう。 

・地域の人たちや様々な人との交

流の中で、コミュニケーション

能力が豊に育ちます。 

□家庭学習に計画性を持たせ

ましょう。 

・学校では、学習する習慣を身につ

けさせ、学んだことの定着を図る

ために、宿題を出します。家庭で

は、時間を決めて、計画的に勉強

させましょう。 

□読書を習慣化しましょう。 

・読書によって、知識が豊富になる

ばかりか、感性や情緒も豊かにな

り、生きる力や他人に対する思い

やりも育っていきます。 

□体験的な活動を大切にしま
しょう。 

・自然とのふれあい、地域の活動、

ものづくり、人との出会い等が、

学びの意欲を生みます。 

□「自分にできることは何

か」考えられる社会の一員と

しての自覚を育てましょう。 

・手伝い等をさせ、大いに認める

ことから始めましょう。出来る

ところからチャレンジ。 

□人の生き方や社会のあり

方について伝えましょう。 

・いじめは許さないこと、社会の

出来事で考えさせられたこと

等、人の生き方や社会のあり様

について、親の思いや考えを子

どもに話しましょう。 

・身近に生きる大人の一人として

モデルを示しましょう。 

PLANＢ 
Read、Write、Arithmetic 

生涯にわたる自学自習の 

基礎づくりをさせましょう 

三三本本柳柳のの子子どどももたたちちググレレーードドアアッッププ PPLLAANN 

◆このプランは、三本小の子どもたちがよりよく成長するよう、 

家庭と学校が協働して取り組む内容を示したものです。 

●家庭では、重点として取り組む項目の□に

色を塗ってください。 

■学校では、重点として取り組む項目に

アンダーラインを引いてあります。 


